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「生きがいを感じるまちづくり」

■
農
林

本lfJの農林水産業は、北丙部の中

山間樹圃地帯、西・南部の水田地帯、

北・東部の畑地帯からなり,野菜、

米をはじめ果樹、花き、畜産などの

豊富な基幹作目を有した多柁多様な

農業と有明海沿岸におけるノリ、魚

介類等の海産物に加え、地下水を利

用した錦鯉等の水産業からなってい

m*

いずれも立地的優位性、地域性を

活かした特色ある経営が行われ、農

・漁業粗生産額は全国有数の地位を

保っていますo

Lかしなから、農業は、ガ

・./卜・ウルグアイ・ラウンド

農業合意後の急速な国際化の

進展や新食糧法における米を

めぐる諸情勢など、厳しい環

境におかれています。

また、水産業は、漁場環境

昭和55年　60年　平成2年　7在
(慨数〕

の変化や漁業者の減少、高齢化、価

格の低迷などの問題を抱えていますO

このような中で、経営の自立安定

と国際化社会に対応できる先進的な

農・水産業として、高生産性や高付

加価値の実現に向け、土地基盤、漁

港、漁場の整備、あるいは意欲ある

昭和55年　　60年　　平成2年　　7年
こti?Jぐ)

人材の育成、技術革新、生活環境の

整備など新たな時代に対応できる魅

力ある都市農業・水産業の振興をLl

っていますO

■農業生産額(平成6年劇

■漁業生産額(平成6毎度)
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市営住宅

市営住宅は、市民生活の家定と社

会福祉の増進に寄与することを[岬J

として、昭和26年から市が国の補助

を受けて建設しているものです。

トし'・.・蝣I!　　=lll_'.') '・　'

の確保を目指してスタートしました

が、近年は市民の快適な弔舌環境を

実現するため、質の向上に重点を置

いて建設していますO　また、高齢者

や障害者にやさしい住まいづくりを

口指し、間取りも広く設備も改善さ

れたものに1昌止しました。

また、古くなった岡地の建て替え

も進めており、 「豊かさとゆとりを実

感できる住まい」をテーマに、街つ

くりと-イ本となった住環境整備に取

り組んでいます。

このほか、優良な民間賃貸住宅の

借り上げ事業、高齢入居者の生活を

支援するシルバー-ウジング事業な

ども実施しており、多面[杓に住宅供

給を行っていますo

平成8年1 Jl 1 PI現在のrf津川三毛

管埋戸数は、 10,733戸(約:りj人が

入居)で、その管埋についても住宅

の使H~日大況を把握しながら、過t)Jに

行っています。

建築指導

蝣・.・'I'蝣・・.1∴　、・I'!請:間

数は4,695作で,対前年比でほぼ横

ばいとなっていますが、住宅建築戸

数は、金利の低トにより増加してい

mm

本rfiでは、建築基準法に基づく総

合設計制度や建築協定を積極的に推

進することによって、市街地の環境

改善や市民の自主的な街づくりへの

参加など都市形成の施策を展槻して

います。また、昭和55年から優秀建

■住宅関係着工(新築)戸数の推移
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秋津L/-クタウン建築協定

葉物表彰制度を設け、うるおいと'Zi

らぎのある質の高い町づくりを酎旨

しています。
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侍も多岐にわたっていますo　このた

め、電波障害の防止、パチンコ店及

び中高層建築物の建築に関する指導

要綱を制定し.建築主と間辺住民の

相互理解を図ることに努めています。

また、年々増加する既存建築物の

防災対策は、市民の安全確保のため

市tでもり、 .-v>i.i:価、 w-i:.ホテ

ルなどの不特定多数の人々が利用す

る特殊建築物を対象に、消防局と合

同で定其舶勺に防災査察を実施してい

ますQ

さらに、民間の建築関係団体グ月島

力を得て違反建築の未然防止や建築

パトロールを実施するなど民間と　-

体となった監視の強化を図っており、

違反建築の減少が期待されています0
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磨

都市公園の整備は、大正13年に水

前寺運動公園を建設したときからは

じまりますO

その後の計画的な管備により、平

成7年度末には、まちの広場を含め、

723箇所、両横495ha、市民II-人当

たり7.4m'の広さとなる見込みです。

今後さらに安全で快適な都市基盤

の整備を図るため、

1.地域に密着した街区公園・近隣

公園・地区公園の整備を積極的

にすすめる。

2.中心市街地にオープンスペース

を確保するため、河川敷公園、

緑地の整備をすすめる。

3.レクリエーション需要の高まり

に対処して、広域公園の整備を
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すすめる。

4.地震・火災

等の災害に

対応した、

防災公園の

整備をすす

める。

との4つの基

本方針に基づき、

平成12年度末ま

でに市民1人当

たりの都市公園

面積を11m!以L

とすることを目

標に整備をすす

めていますo

公園の建設に
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あたっては、多様化、高度化する市

民の意向を考慮し、周辺の公共施設

や景観と連携を図りながら、社会の

変化に的確に対応した「ふっと利用

してみたくなり、気持ちが安らぐ」

そんな魅力と活力のある公開づくり

を推進していますO

また、昨年の阪神・淡路大震災に

おいては、数多くの公園が、救急活

動・復旧・復興の拠点などとして多

くの役割を果たしました。このため、

今年度からの新規事業として、渡鹿

公園・錦ヶ丘公園・楠中央公園の3

箇所の近隣公園に震度7の地震にも

耐える耐震怪貯水槽及び保存食料・

医薬品などを確保する備蓄倉庫を設

置いたします。

公園は、 「ゆとり」と「やすらぎ」

の生活空間を作り出し、地域住民の

健康増進やコミュニケ-ションに最

適な場所でありますし、安全な都l有

づくりには、不可欠な施設でもあり

ますので、今後も公嵐の整備を積極

的にすすめて参ります。

郡市公園災害応急苅策施設整備事業における耐震性貯水槽、備蓄倉庫等の完成予想図
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⊥
水
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大正13年11月に、八景水谷を水源

地、立田山を配水池として通水を始

めて71年、全量を地下水で賄い、日

夜、水道の安定供給に努めています。

この間、市域の拡大や社会経済の

発展など水道をとりまく環境の変化

に合わせ、これまで4次にわたる拡

張事業を行ってきました。平成7年

度からは旧飽託4町水道事業の統合、

21世紀に向け新たな水源の確保、効

率の良い運用、維持管理の強化等に

よる広域水道システムの構築をめざ

して「第5次拡張事業」を平成21年

また、地域密着型のサービスを行

う総合窓口・拠点施設として「西部

水道センター」を平成6年10月に池

上町に新設したのにつづき、「北部水

道センター」も平成8年春に下硯川

町に新築移転する予定ですO

この他、水と親しみ、水の大切さ

を考えていただく施設として「水の

科学館」を平成2年ionに熊本tilの

,I(過て汁}蝣'蝣-'り山、 >v.;;-蝣1くrf!二間fill L.

多くの方々に親しまれています。

なお、地震等の災害に強い水道づ

保にも力をいれ、これからも、きれ

いでおいしい「くまもとの7R」をお

届けできるよう事業をすすめてまい

」resa
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タりゼ　　ス・超低床バスを導入し、あらゆるを境に急激なモ-

全国的に乗

乗客の減少

由二押され、

続けました。

事業の合理化も悪化し、

され、廃止に李っ

あります。

環境の悪化に伴い路線の

人員削減等を行い今日

近年地球環境の保護や交

に向けて公共交通機関の

が見直され、

ります。 ‥J営交通はお客

質の高いサ-ビス」を捜

.きめこまやかな運行ダ

・停留所の整備・新型車

ど積極的に取り組んでお

た、体の不自由な方やお

閏しやすいリフト付きバ

お客様に安全で快適な交通手段を提

僕するため努力しております。

今後も、お客様の声に耳を傾け市

民の皆様に愛され、親しまれる交通

機関を目指し努力を重ねてまいりま

す。

■乗車人員の推移

.虹の′R.,耶V.脚LI騨.マ即し一柵F
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西銀座通り

都市計画道路

都市計画道路は、第11次通路整備

5カ年計画(平成5年度～平成9年

度)の整備方針に基づくとともに、

総合的な観点に立ち熊本郡市園内の

交通混雑の解消と市内交通の円滑化

を図るため整備を進めていますO

特に、主要な幹線道路については、

環状、放射状に整備を行い、市中心

部-の交通集中の弊害をなくし、交

通施設の中核的役割を果たす道路に

整備します。さらに、幹線道路を補

完する道路については、適正かつ合

理的な土地利用を促進させ、良好な

住環境の保全、即ち地域の特性と緑

地保存等にも配慮し、生活道路とし

て利便性の高い道路に整備します。

現在、熊本市城の都市計画道路は、

53路線の総延長201kmが決定され、

延長109kmが改良活で、整備率は、

54.4% (H7.3.31現在)です。平成

7年度より新土河原出水線外1路線

の国道3号立体部の工事及新町戸坂

線の戸坂橋の架替工事に着手し現在

12路線17カ所の整備を実施していま

す。

市道整備

道路は、都市の経済・文化が発展

するための最も基本的な施設であり

たいへん重要な社会的資本です。

今日、都市圏における自動車交通

量の増大により、慢性的な交通渋滞

が市内一円に発生しています。これ

らの対策として、主要幹線道路を補

完する1 ・ 2級幹線市道の新設や改

良を実施しており、バイパス的役割

と同時に、地域間の交通ネットワー

クの形成など、計画に沿った事業の

進展を図っています。

また近年は、真の豊かさが実感で

きる生活実現のため、従来の無機的

な構造物としての道路ではなく、地

域にマッチした、ゆとりや潤いのあ

る通路の整備が強く求められていま

すO　このような社会的ニーズに応え

るため、歴史と文化の香りが漂い、

自然と調和し、自然と会話できる四

季感豊かな通行空間を創出するとと

もに、高齢者や障害者が安全快適に

通行できる歩道づくりにも努めてい

ます。

地下駐車場

辛島公蘭地下駐車場は、駐車場不

足と駐車需給のアンバランスを解消

するため、市制100周年事業として

建設し、平成5年2月に供用開始し

まI /_・、,

この駐車場は、歩行者の利便性、

安全性に寄与・する地下通路と一体に

なっており、自動車625台、二輪車

400台、自転車500台を収容する九州

で最大規模の地下駐車場ですO

駐車場案内誘導システム

さらに、中心部における既設駐車

場の効率的利用を図り、交通混雑を

緩和するため、平成5年9月26日か

ら駐車場案内誘導システムが稼働し

ましたO　このシステムは、案内板に

より駐車場を捜しているドライバー

に空き駐車場の位置などをわかりや

すく知らせ、スムーズに駐車場まで

案内するものです。案内する駐車場

は26ヵ所、収容台数は約5,400台で

案内地区の約70%をカバーしますO'

・A

.. -ォォ:;-

辛島公園地下駐車場
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熊本空港

昭和46年4月、高遊原台地に開港

した熊本空港は、昭和55年に滑走路

が3千mに延長されたほか、昭和58

年国際線ターミナルビル、 63年には

新貨物ビル、平成3年1月には新タ

-ミナルビルがオープンするなど大

型化、国際化が進むフライト事情に

十分対応できる施設・機能の整備拡

允が行われています。

また平成3年度から霧対策として、

ILS高カテゴリ-化に着手し、平成

7年9月には、全

国に先駆けて、カ

テゴリーIllaが導

入されるに至り、

就航率の大幅な改

善が期待できるよ

うになりました。

現在、国内線で

は、全日本空輸、

Fl本エアシステム

*alMMMr*V捌柵.・、で-attflivM卵か帖_;・ト蝣W~*¥f+t=/s-こけ　　、.I;、 :ケ掛.脂.檻十、-こ.、ォ>.、.げT:>*-、蝣S」・=-.- :' ・

に加え、平成3年7月から日本航空

も就航しており、東京-一日8便、

大阪へ9使(伊丹6便、関空3便)、

名古屋へ2便、沖縄-1便、札幌へ

過3便が運行しています。

また、国際化の進展する中、昭和

54年に運行開始されたソウル線が、

現在大韓航空により週2便運行され

ているほか、平成7年9月には、欧

州直行チャーター便が運行されるな

ど、中岡、東南アジア、ノ、ワィ、豪

州方面へのチャ-タ-俊も増えてい

i-i

このように空港施設の充実、空港

路線の拡充に伴い、開港当時48万人

にすぎなかった旅客数は平成6年度

には239万人に、貨物は1,900tから

18,690tに達しており、熊本の空の

玄関として、熊本空港の果たす役割

はこれまで以上に重要なものになる

と予想されています。

鉄道網

九州を縦断する鹿児島本線と、横

断する豊肥本線は本l行で交わり、九

州の大動脈として観光、ビジネス、

流通など広い分野にわたって重要な

役割を果たしています。

市域内には、両線が結節する熊本

駅のほか、鹿児島本線に西軍_駅、熊

本⊥大前駅、上熊本駅、川尻駅の4

駅、豊肥本線に平成駅、南熊本駅、

新水前寺駅、水前寺駅、東海学園前

駅、竜田口駅、武蔵塚駅の7駅があ

り、合計で年間1千8百万人以上の

乗降客が利用しています。

一方、九州新幹線鉄道(博多一西

鹿児島計画延長249km)は、八代一西

鹿児島間が平成3年9月に着工され

L jj

また、博多～八代問も平成7年5

月熊本駅周辺において、新幹線駅整

備調査事業に着手し、全線整備の甲-

期実現にむけて新たなステ・ソプを踏

み出しました。

九州縦貫自動車道

本州と連結する九州縦貫自動車道

は、北九州～鹿児島、宮崎を結ぶ総

延長432kmの高速自動車道であり、

ただ一つの未開通区間であった人吉

-えびの間(22.3km)も平成7年7

月に開通し、北九州一鹿児島、えび

の～宮崎間の約432km全線が開通し

ました。

今後は、八代～えびの問全線の4

車線化が待たれるところです。

平成6年には、熊本インターの出

入り交通量が年間829万台を超え、

また都市間高速バス輸送の拡充が進

むなど、九州の動脈路線として利用

は年々増加しています。これで、青

森から鹿児島、宮崎まで約2,150km

が高速道路で結ばれたことになり、

平成8年3月の九州横断自動車道の

全線開通により、九州の中央に位置

-J-.本IJO&.il・:=二JI L層ご0|u】上州、A

られ、九州各胆の連携もさらに深ま

るものと期待されるところです。

熊本港

昭和49年4月重要港湾に指定され

建設が進む熊本港は、熊本都市圏に

低コスト大量輸送の海運を開き、内

外貿易の振興に寄与するとともに、

企業立地や道路網の整備を通して、

本市西部はもとよ.上　部巾圏経済の

発展に貢献する基幹流通施設として

其射毒されています。

昭和63年3日には、熊本港大橋

(872m)と物揚場、また、平成4年

にはフェリー岸壁及びターミナルが

完戊し、平成5年3月に島原と結ぶ

フェリーの就航により待望の開港が

実現しました。平成7年秋には700

トン岸壁が供用開始し、中国・大連

市から貨物船が初入港しました。

また、港湾埋立地内には、流通加

工型工業の立地や、マリ-十、人工

海浜などの施設が件設され、海洋性

レクリェ-ション基地がつくられる

予定です0

63



Illlllllllllllr.　JI

i

u

f

i

㍉

　

　

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

臣

仕事や活動を通して

「生きがいを感じるまちづくり」

市
・
街
池
開
発

都市計画

都市計画は、農林漁業との健全な

調和を図りながら、健康で文化的な

都市年活を確保するため、適正な制

限のもとに、土地の合理的利用を図

ることを基本理念としています。こ

れに基づき、一体の都r打として総合

的に整備し、開発し、及び保全する

必要がある区域を市町村の行政区城

にとらわれず都市計画区域として定

めています。

本市は、 1市6町で構成する熊本

都市計画区域42,479haの大部分と植

木町を中心とする植木都市計画区域

6,855haの一部及び都市計画区域外

(河内町全域)で構成されています。

熊本都市計画区域(市城分23,089

ha)は市街化区域(市域分9,962ha)

と市街化調整区域(市域分13,127ha)

とに区分され、計画的な市街地の形

成や都Hi景観に配慮した住みよい街

づくりを、またI-方で無秩序な蝣fit訂

地の開発規制に努めています。

植木都市計画区域(市城分137ha)

は、市街化区域と市街化調整区域の

区分は無く、用途地域指定(市城分

14.1ha)とそれ以外(無指定区域・

市城分122.9ha)とに区分され、過

IFな建物用途の配置及び必要な規制

を加えた開発許可あるいは周辺と調

和のとれた建物の誘導に努力してい

mm

また、都市の曲的開発整備として

は、西部第一土地区画整理事業等の

区画整理事業や開発許可制度による

計画的な整備を図っています。

V一成6年度末現在の都市計画施設

の計画が決定されているものは、退

路53路線、公園237ヵ所、緑地15ヵ

所、墓園3ヵ所、流通業務団地1ヵ

所、自動車ターミナル2ヵ所、駐車

場1ヵ所、駅前広場5ヵ所、下水道

終末処理場5カ所、汚物処理場1ヵ

所、ごみ焼却場2ヵ所、火葬場1ヵ

所であり、順次整備

が進められています。

なお、市街化調整

＼/1　　区域については、市

＼

＼
′
_
＼

戸島爾台

●　-

ノ

街化を抑制

し、自然環

境の保護と

活用を図り、

優良農用地

の保全と農

業基盤の整備に努め

ていますO

都市拠点整備

全「ト的に均衡のと

れた秩序ある市街地

の形成を図っていく

には、自然との調和、

周辺環境にも配慮し

つつ、計由的に宅地開発、市街地再

開発を進めるとともに、 ~市`民参加の

まちづくりを推進し、それぞれの地

＼　__メ/

/ノ

域に適応した、より

良好な住環境を創出

していくこととして

usa

本市の中心部にお

いては、いくつかの

再開発事業の動向が

あり、 V一成6-7年

度の2ヵ年度におい

て、適町筋、1通り、

下通りを中心とした

約70.6haの地区に

ついて「市街地総合

再生基本計画(再開

発のマスタープラン)」

の策定等を行い、円

滑な再開発事業の促

進を図ることにして

います。

一方、副都心とし

て位置づけられる熊

本駅周辺については、

半ik7>'「511、竪i'M

新幹線駅整備調整事

業が着工され、平成

8年度には整備新幹

線の基本スキ-ムの

見厳しが行われます。

この際、九州新幹

線博多一八代聞建設

着工に向けて政・官

・民・体となった誘

致活動はもとより熊

本駅周辺や沿線の面

整備の熟度をあげて

いくことが必要です。

このため、担当部

を駅前に移転し、熊

本駅周辺地域まちづくり協議会等に

よる協議を重ねながら、合意形戊を

蝣蝣I'1、 I,　、l∴　-ll-h ".・:蝣・」R j・二二

島本線鉄道高架に関する基本計画」

に基づき、地域と-一価となって、交

通結節機能の強化、商業・業務・公

Jt公益施設等の集積を高め、本県の

玄関llにふさわしい「出合いとふれ

あいの副都心づくり」を進めていき

ま--J 、.

そのほか、南熊本駅周辺地区にお

いては、 -L地区画整理事業を活H月ノ

討
節
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た総合的な拠点開発に取り組み、ま

・∴ .・l:L卜・い・I':!・.卜㍉二I>llJ

施設の整備、商店街の活性化等を目

指し「都市活力再生拠点軽備事業」

により、地区再/仁のマスタープラン

を策定するとといこ、この計画が地

城の方々のご理解とご協力が得られ

るよう、両地L*_のまちづくり協議会

等への積極的な支援活動を行うこと

にしていますO

その他の主要拠点についても、地

区の特性や要素を十分に活かし、地

域との相互理解のもとに、適止な都

市機能の配置・更新を図る市街地整

備を積極的に進めていきます。

区画整理

七地区画整理事業は、計画的で秩

序ある街づくりを進めるために、通

路、公園、水路などの公共施設を整

備し、宅地の利用増進を図ることを

目的としています。

本市では、戦災で焦土と化した市

中L、部の復興上地区画整理事業をは

じめ、東部第一土地区画整理事業な

ど、既に39地区1,456haが完了して

SSP

現在、西部第- -土地区画整理事業

外4地区約102.4haで事業が行われ

ています、 LPでい451線・上地<|rti'l

整理事業は西南部地域開発の拠点づ

くりをめざし、都市計画退路近見沖

新線の整備、鉄道高架化による地区

分断の解消、 JR新駅設置など、島

町間辺を含め一体的に繭整備を行う

ため事業が進められています。

また、市街化区域内の残存農地

(31地区721ha)について、区画整埋

事業のPR、啓発を積極的に行い、

住民参加のもと魅力ある街づくりの

推進を匝1っていく方針です。

地籍調査

地籍調査事業は、同上の基礎調査

であり、 l計上の自然的な実態を杵学

的に明らかにし、国土をより高度に、

かつ合理的に利用するための基礎資

料を整備することを口的としていま

す。

本事業によって、財産の保全はも

とより、 lI二地利用の高度化、悟住環

境の整備等、あらゆる都市づくり施

策の基礎資料として多削勺に利活用

できる地図・地籍簿ができます。

この地図が、一部の地域しか備え

られていない現在、登記事務上貴重

な資料となっているのが字図です。

宇図は、もともと明治の初め、土

地台帳とともに租税目的のために初

歩的な測量技術によって作られたも

ので、土地開発など長い年月を経た

今E]では、現況と一致しない状況が

生じています。

そこで、地籍調査事業によって、

字mにかわる現況に-致する正確な

地図を作成するものです。

本市においては、国土調査促進特

別措置法に基づき平成2年度を初年

度として10カ年計画を作成し、本市

の東部地域43.80平方キロメートル、

約83,000筆について地籍調査事業を

計画していますo　この計画により辛

味7年度までに12.37平方キロメー

トル、約33,600筆の調査が完了して

おり、上地対策推進地籍調査事業等

を導入してより密度の高い地籍調査

を、関係者の理解と協力を得ながら

積極的に推進しています。


